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連載シリーズ

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

「
新
た
な
展
望
を
！
」

　

第
58
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研

究
大
会
が
昨
年
12
月
に
松
山
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
で
こ
の
大
会

が
開
催
さ
れ
る
の
は
20
年
ぶ
り
の
こ

と
で
し
た
。
本
大
会
に
は
同
和
問
題

を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
日
夜
努
力

し
て
い
る
２
万
人
近
く
の
方
々
が
全

国
各
地
か
ら
集
い
ま
し
た
。

　

大
会
テ
ー
マ
「
み
ど
り
の
山 

あ
お

い
海 

愛
媛
か
ら
発
す
る
人
権
文
化
」

の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
に
学
び

な
が
ら
差
別
解
消
に
向
け
て
の
決
意

を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
洲
市
か
ら
も
４
０
０
名
を
超
え

る
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
大
会
で
体
感
し
た
全
国

各
地
か
ら
の
熱
い
思
い
を
胸
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
実
践
に
生
か
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
「
人
権
・
同
和
教
育

シ
リ
ー
ズ
」
は
、
１
９
７
８
年
11
月

よ
り
「
広
報
大
洲
」
へ
の
掲
載
を
開

始
し
て
以
来
28
年
４
ヵ
月
を
経
過
し
、

そ
の
間
市
民
に
対
す
る
人
権
・
同
和

教
育
の
啓
発
及
び
推
進
に
努
力
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
行
政
的

に
は
、
２
０
０
２
年
３
月
に
失
効
し

た
「
地
対
財
特
法
」
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ
り
生
活

環
境
等
の
実
態
的
な
較
差
は
解
消
へ

向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
は
特
別
施
策
に
よ
る
取

り
組
み
か
ら
一
般
施
策
の
中
で
、
解

決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
や
社
会

の
変
化
の
中
で
、
市
民
へ
の
啓
発
方

針
を
再
構
築
し
、
今
後
に
お
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
年
４
回
発
行
し
て
お

り
ま
す
人
権
・
同
和
教
育
啓
発
誌
「
き

ず
な
」
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
重
点
を
お
い
て
い
き
た
く
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
人
権
・
同
和
教
育

の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
権
教

育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る

法
律
に
お
い
て
「
人
権
の
尊
重
の
緊

要
性
に
関
す
る
認
識
の
高
ま
り
、
社

会
的
身
分
、
門
地
、
人
種
、
信
条
又

は
性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
の
発
生

等
の
人
権
侵
害
の
現
状
そ
の
他
人
権

擁
護
に
関
す
る
内
外
の
情
勢
に
か
ん

が
み
、
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
に

関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
国
、

地
方
公
共
団
体
及
び
国
民
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

措
置
を
定
め
、
も
っ
て
人
権
の
擁
護

に
資
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
と

お
り
、
引
き
続
き
教
育
及
び
啓
発
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

1
月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣
か

ら
、
上
野
マ
リ
ヱ
さ
ん
（
大
洲
・
再

任
）
が
当
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
毎

日
の
暮
ら
し
に
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
、
同
和
問
題
、
女
性
の
問
題
、

外
国
人
の
問
題
、
家
庭
内
や
近
隣
間

の
も
め
ご
と
な
ど
、
悩
み
ご
と
の
相

談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
相
談
は
無
料
で
難
し

い
手
続
き
も
い
り
ま
せ
ん
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
で
す
。
こ
の
制
度
は
、「
日

ご
ろ
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
が
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を

広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う

に
見
守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
考
え
か

ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
諸
外

国
に
も
例
を
み
な
い
制
度
で
す
。

　

現
在
、
約
1
万
4
千
人
の
委
員
が

全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、
法
務

局
の
人
権
相
談
所
や
自
宅
な
ど
で
も

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
を

受
け
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

第 11 回チャリティーバザー

SI 大洲テーマ
～友情・おもいやり・前進～

日　時　3 月 25 日（日）午前 10 時～午後 3 時

場　所　大洲市総合福祉センター 4階多目的ホールほか

内　容　コーヒーコーナー（ショートケーキ付）

　　　　大洲商店会連合会コーナー、フラワーコーナー

　　　　 委託販売コーナー（みそ、おかき、鮎のあめだき、

まめいりほか）

　　　　手作りコーナー（草木染め、和洋菓子ほか）

　　　　屋外（玄関脇）

　　　　あめのうお、じゃこてん、あさぎり市、海産物

　　掘り出し市  午前 11時～、4階会議室掘り出し市  午前 11時～、4階会議室

※この収益金は、地域福祉活動・青少年健全育成などに役立たせています。

～皆様のお越しをお待ちしています～

問い合わせ先　近藤シゲル（☎ 24-4147）
　　　　　　　村上　玲子（☎ 24-2938）

国際ソロプチミスト大洲国際ソロプチミスト大洲
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　株式会社伊予銀行 ( 頭取 森田幸治 ) は昨年 12月 27
日(水)、大洲市に防災倉庫を贈呈しました。伊予銀行は、
昨年9月に創立65周年を迎えた記念事業の一つとして
愛媛県内の全ての市と町に贈呈し、風水害や地震など
の災害に備えた機材や備品などの保管に活用してもら
おうと計画されたものです。目録を手渡された大森市
長は、「災害に備え有効に活用していきたい」と述べて
いました。大洲市では 4台の防災倉庫を本庁および各
支所に設置していきます。

な が は ま お お ず

か わ べ じ か わひ

～防災倉庫 4台贈呈～～防災倉庫 4台贈呈～

　2月 2日 ( 金 )、肱川保育所で豆まきが行われました。
子どもたちは自分で作った鬼のお面をかぶり、先生か
ら豆をもらって鬼が来るのを待ちました。鬼が現れる
と「おにはそとーっ !」と大きな声を出しながら、鬼め
がけて豆を一生懸命投げていました。なかには鬼が怖
くて、先生の後ろに隠れたり、泣いたりする子どもも
いましたが、鬼が退散すると子どもたちには笑顔が戻っ
ていました。

～豆まき～～豆まき～
　1月 17 日 ( 水 )、河辺町の坂本龍馬脱藩の道でテレ
ビ番組の撮影が行われました。
　番組は、女優の真矢みきさんが人間・龍馬の知られ
ざるスゴイを求めて、中四国の各地から坂本龍馬の謎
を解き明かしていくものですが、河辺町からは脱藩の
謎に迫ります。
　下記の日程で放送されますので、ぜひご覧になって
龍馬の人間像に触れてください。
　番組名 : 真矢みきの坂本龍馬ミステリー
　放送日時 :3月 5日 ( 月 ) 午後 7時～午後 7時 54分
　放送局 : 愛媛朝日テレビ

～龍馬の謎を解く～～龍馬の謎を解く～

　地域の文化活動をより盛んにし、人情と活力ある町
づくりを繰り広げようと、2月 4日 ( 日 )、沖浦公民館
で芸能発表会 (同公民館主催 )が開催されました。
　4年ぶりの開催となる今回は、地元保育所園児による
合唱でスタート、大正琴の演奏や舞踊、民謡、吟詠な
どが披露され、9団体、延べ 60人あまりが日ごろの練
習の成果を発揮しました。
　出演者の一人は、「これからも地域の活性化のために
続けて開催したい」と意気込みを語っていました。

4 年ぶりの開催4年ぶりの開催
～沖浦地区芸能発表会～～沖浦地区芸能発表会～
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おおずの女性おおずの女性
～輝いて今～　VOL.26

おおずの女性おおずの女性
人権相談（法務省）

大洲地区
日時　3月15日（木）　午前10時～正午
場所　新谷公民館
日時　3月19日（月）　午前10時～正午
場所　市役所3階会議室
問い合わせ先
　　　※急ぐときは法務局大洲支局　☎24-4155

人権擁護委員による無料相談
日時　毎週月・水・金曜日（休日除く）
　　　午前9時～午後4時
場所　法務局大洲支局人権相談室
問い合わせ先　法務局大洲支局　☎24-4155

行政相談（総務省）
大洲地区
日時　3月17日（土）　午前10時～午後4時
場所　市民会館
問い合わせ先　☎24-5072（山本）
　　　　　　　☎24-4294（辻）
長浜地区
日時　3月23日（金）　午後1時～午後4時
場所　長浜体育館和室
問い合わせ先
　　　大洲市社協長浜支所　☎52-1111
肱川地区
日時　3月2日（金）　午後1時30分～午後4時30分
場所　肱川公民館2階青年室
問い合わせ先　肱川支所　☎34-2312
河辺地区　
日時　3月12日（月）　午前10時～正午
場所　河辺老人福祉センター
問い合わせ先　河辺支所　☎39-2510

市民法律相談
日時　3月10日（土）　午前10時～午後4時
場所　市民会館　※予約が必要です。
問い合わせ先
　　　市役所総務課行政係　☎24-2111（内線327）

人権・同和問題に関する何でも相談
大洲地区・長浜地区
日時　月～金　午前8時30分～午後5時30分
　　　祝日・年末年始を除く
場所　大洲隣保館・大洲福祉会館
　　　今坊友愛館・櫛生福祉センター　　　
問い合わせ先　☎24-6100（大洲隣保館）
　　　　　　　☎25-0947（大洲福祉会館）
　　　　　　　☎52-1469（今坊友愛館）
　　　　　　　☎53-0101（櫛生福祉センター）

社会保険相談
大洲会場
日時　3月5日（月）・16日（金）　
　　　午前10時～午後3時30分
場所　大洲商工会議所
日時　3月26日（月）　午後2時～午後7時
場所　大洲市総合福祉センター
長浜会場
日時　3月9日（金）　午前10時～午後3時30分
　　　3月20日（火）　午後1時～午後3時30分
場所　長浜町商工会
問い合わせ先
　　　松山西社会保険事務所　☎089-925-5105

心配ごと相談
大洲地区
日時　一般相談　毎週月・水曜日
　　　法律相談　毎週火・木曜日
　　　介護相談　毎週金曜日
時間　午前10時～正午
　　　午後1時～午後4時
　　　※祝日・年末年始を除く
場所　総合福祉センター（相談室直通）　☎23-5629
問い合わせ先　総合福祉センター1階
　　　　　　　社会福祉協議会窓口　　☎23-0313
長浜地区
日時　3月23日（金）　午後1時～午後4時
場所　長浜体育館和室
問い合わせ先
　　　大洲市社協長浜支所　☎52-1111
肱川地区
日時　3月2日（金）　午後1時30分～午後4時30分
場所　肱川公民館2階青年室
問い合わせ先　肱川支所　☎34-2312
河辺地区
日時　3月12日（月）　午前9時～正午
場所　河辺老人福祉センター
問い合わせ先　河辺支所　☎39-2510

家庭児童相談
日時　月～金
　　　午前8時30分～午後5時
　　　祝日・年末年始を除く
場所　市役所社会福祉課
問い合わせ先　☎24-2111（内線186）

青少年相談室
日時　月～金
　　　午前8時30分～午後5時30分
　　　祝日・年末年始を除く
場所　大洲市民会館内青少年センター　　　
問い合わせ先　☎24-7830

相談ごと案内

ふれあいスクール相談
日時　月～木
　　　午前8時30分～午後5時
　　　祝日・年末年始を除く
場所　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館〕　
問い合わせ先　☎24-1414

不動産無料相談
日時　3月15日（木）　午前10時～午後4時
場所　宅建協会大洲支部
問い合わせ先　トミナガ不動産（有）　☎24-0637

～～大洲市連合婦人会活動紹介～～
　大洲市連合婦人会では、現在
8地域の婦人会、1,050 名の会
員が組織の自主性を高め、教養
と知性の向上につとめるととも
に、明るい家庭を築くため色々
な活動を展開しています。

活　動　方　針
　⑴ 男女共同参画基本計画の具体化とエンパワーメントに  

向けての諸活動の推進を図る。
　⑵ 青少年の健全育成に努めると共に、家庭、社会の環境

の浄化を図る。
　⑶ 高齢化社会に、自立、共助でのぞみ、地域の連帯を図り、

生涯学習に励む。
　⑷ 地域環境を守るために、循環型社会の実現に向けて実

践をとおして努力する。
　⑸ 防災計画・非常災害時におけるボランティア活動を推

進する。
　⑹ 交通安全運動を強力にすすめると共に、地域住民の健

康増進を図る。
　⑺ 人権を尊重して、差別のない明るい地域づくりに努力

する。

以上の方針を基に、
　文　化　部…… 指導者研修、人権・同和教育、学校と連

携する活動、生涯学習等の推進、機関紙「お
おずの婦人」年二回発行

　青 少 年 部…… 青少年の体験活動
　社会環境部…… 地域環境の浄化・三世代交流活動、子育

て支援活動
　保健体育部…… 異世代の交流、家族の健康管理
　福　祉　部…… 福祉学習の推進、ボランティア学習、福

祉施設の訪問、愛の一声運動
の 5専門部において活動を推進しています。
　18 年度の『えひめ婦人大会』においては、「新たな集い
をはぐくむ婦人会活動」をテーマに掲げ、3,000 人の会員
が集い研修を行いました。
　《集う》という事は、集まればつながりができ、つながれ
ば心が響き合い通い合います。
　現代社会は、ややもすると自己中心的な風潮が感じられ
ます。
　しかし、私たち大洲市連合婦人会員は、周りの人たちと
共に生かされていることを自覚し、一日一日が家庭教育、
社会教育の原点であると考え、大切な日々を歩んでいます。

大洲市連合婦人会　会長　三　好　康　子




